
 
 
様式２（計画用） 

「越前市総合計画 2023（案）」に関するパブリック・コメント結果 
案件名 越前市総合計画 2023（案）について 
実施期間 令和４年１２月２１日（水）～ 令和５年１月１２日（木）まで 
趣旨 越前市総合計画は、越前市が目指す将来像の実現に向けて、総合的かつ計

画的なふるさとづくりを推進するための市政運営の指針です。 
本市は、平成１９年に策定した「越前市総合計画」以降、現在まで、将来

像である「元気な自立都市 越前」の実現を目指したふるさとづくりに取り

組んできました。 
しかし、近年、国内全体の人口減少と少子高齢化の進展、地球温暖化の進

行と自然災害の激甚化・頻発化、新型コロナウイルス感染症の感染拡大をは

じめとした新たな社会的脅威の出現、北陸新幹線の県内開業などの高速交通

網の整備など、本市を取り巻く社会潮流は大きく変化しています。 
このような状況を踏まえ、これまで進めてきたふるさとづくりを継承しつ

つ、さらなる進化と深化のために、様々な社会経済情勢の変化や時代の潮流、

直面する課題などに的確に対応した新たなふるさとづくりのビジョンとし

て、「越前市総合計画 2023」を策定します。 
意見提出者数 
（件数） 

  １９人（１１０件） 
20 代 30 代 40 代 50 代 60 代 70 代 80 代 未記入 合計 

2 14 12 24 14 12 1 31 110 
 

意見に対する回答 以下のとおり 
 
 

No 年齢 該当する箇所 ご意見の要旨（原文） 越前市の回答 

1 
５０

代 

はじめに 

第２章 策定の考

え方 

エグゼクティブサマリー（全体の

要約）を作成されてはどうか。エ

グゼクティブサマリーにより要

点や計画策定の思考過程を把握

したうえで総合計画本体を読む

ことで市政に対する市民の理解

が一層深まると思う。 

はじめに、第２章策定の考え方

において、市民の皆さんの理解

を促すために、計画(案）作成

の経緯を追記します。 

また、記載内容をイメージでき

るように、イラストや図式を追

加していきます。 

さらに、今後市民向けの概要版

を作成し、市民の理解を促進し

ていきます。 
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2 
７０

代 

全体 カタカナ表記や略字について、専

門的な言葉は説明をつけるべき

では。 

できるだけわかりやすい日本

語で記載し、また聞きなれない

言葉には説明を並記します。 

3 
５０

代 

はじめに 

第２章 策定の考

え方 

 

基本構想 

第１章 ２０４０

年の越前市の将来

像 

はじめに、第２章策定の考え方に

「越前市の課題解決のための政

策を積み上げた「課題解決型」の

総合計画」とあり、ボトムアップ

的な印象を受ける一方で、基本構

想、第１章２０４０年の越前市の

将来像には、ふるさとづくりの理

念→３つのめざす姿→６つのテ

ーマが示され、トップダウンの印

象を受ける。この両者を整合させ

るに至る思考過程を明示しては

いかがか。 

はじめに、第２章策定の考え方

において、「そのため、市民の

皆さんが抱える課題をお聞き

し、世界の潮流や国内の動向、

本市の現状を分析しました。他

方で、市長の政治姿勢に基づく

２０４０年（令和２２年）に向

けて進むべき方向性を確認し

ながら、庁内での討議を重ね、

政策を積み上げ、さらに関係団

体からの意見により政策を補

強し、市総合計画として取りま

とめました。」に修正します。 

4 
５０

代 

はじめに 

第３章 本市が抱

える課題の集約と

分析 

越前市の個々の課題を類型化し

たものが第３章に記載されてい

るが、課題解決に向けた手段

（How）は示されているものの、

あるべき姿／ありたい姿（Why）

がイメージできない／イメージ

しづらい。あるべき姿／ありたい

姿を具体的に示してはいかがか。 

基本構想、第１章２０４０年越

前市の将来像、（２）めざす姿

において、２０４０年に向けて

のあるべき姿、ありたい姿とし

て、①１０万人の元気と活力、

②１００年人生の幸福実現、③

１０００年未来につなぐふる

さとづくり、の３つのめざす姿

を掲げ、取り組む内容を記載し

ております。 

5   

はじめに 

第３章 本市が抱

える課題の集約と

分析 

文中「４月下旬から…」とあるが、

「２０２２年４月下旬から…」と

してはどうか。 

「２０２２年（令和４年）４月

下旬から」に修正します。 

6   

はじめに 

第３章 本市が抱

える課題の集約と

分析 

（２）まちの構造 

①の文中「旧武生市の川西」とあ

るが、「旧武生市の日野川を挟ん

だ川西」としてはどうか。 

また、同文中に「中心市街地の玄

関口を創出」とあるが、武生中央

公園から中心市街地が始まると

考えているのか。一般には、武生

駅を中心とした旧市街地を玄関

「旧武生市の日野川をはさん

だ川西」に修正します。 

また、「中心市街地のにぎわい

を創出」に修正します。 
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口と認識する人も多いのではな

いか。 

7   

はじめに 

第３章 本市が抱

える課題の集約と

分析 

（２）まちの構造 

図について、「旧広域農道」が水

色で、国道３６５号が紫色に塗ら

れている。すでに広域農道の一部

は３６５号なので、「旧」にこだ

わる理由は何かあるのか。 

国道３６５号について、現在の

指定に基づき色を塗ります。 

8   

はじめに 

第３章 本市が抱

える課題の集約と

分析 

（２）まちの構造 

④の文中に「消雪施設の設備を進

めています。」とあるが、「整備

を進めています。」ではないか。 

「整備が必要です」に修正しま

す。 

9   

はじめに 

第３章 本市が抱

える課題の集約と

分析 

（５）行財政の構造 

文中「人口が２万１千人（約２

５％）減少することが見込まれて

います。」とあるが、「およそ２

万１千人」とすれば、「約２５％」

と符合するように感じられるが、

いかがか。 

最新の数字にて「２０２２年

（令和４年）推計人口に比べお

よそ１万９千人（約２４％）減

少することが推計されていま

す。」に修正します。 

10 
４０

代 

はじめに 

第３章 本市が抱

える課題の集約と

分析 

（５）行財政の構造 

少子化のなかで様々な対策をし

ている中で、日頃よりどうしてこ

んなに新しい道やトンネルがで

きるのかと思う。 

利用する人口がどんどん減って

いく中、日本全国で同じように新

しい道や施設が増え続けている。

既存の施設や道路の活用につい

て地域も交えて将来のお金のこ

とも加味しながら話し合う必要

はないか。 

今後、財源不足により税金が上が

るようでは将来を担う子供たち

に申し訳なく思う。今一度既存の

ものに目を向ける政策も市民と

ともに作り上げてほしい。 

ご指摘のとおり、道路や橋梁な

どの都市インフラは老朽化に

より維持管理費の増大が見込

まれています。また、人口減少

や少子高齢化により社会保障

制度の維持も厳しくなってき

ます。 

この計画では、中長期的な視点

に立って、課題解決のための政

策を積み上げています。引き続

き、市民の皆さんの幸福実感の

現状を分析し、政策や事業にフ

ィードバックさせることによ

って、課題解決を図ります。 
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11 
６０

代 

基本構想 

第１章 ２０４０

年の越前市の将来

像 

（２）めざす姿 

現在の社会情勢は、ウクライナの

戦争、北朝鮮のミサイル発射など

紛争に向かっているようで心配

である。また、２０５０年までに

フードショックが起きると言わ

れている。社会情勢などを記載し

ておくと、時代背景が分かってよ

いのではないか。 

世界での社会情勢の変化につ

いては、（２）めざす姿③１０

００年未来につなぐふるさと

づくりにおいて、市民が抱える

不安として記載しています。 

12 
５０

代 

基本構想 

第１章 ２０４０

年の越前市の将来

像 

今回の市総合計画は、これまでの

基本理念等を次のとおり改める

という理解でよいか。 

基本理念「自立と協働」 

→ふるさとづくりの理念「幸せを

実感できる ふるさと」 

重点目標「定住化の促進」 

→掲げない 

将来像「元気な自立都市 越前」 

→３つのめざす姿「10万人の元

気と活力」、 

「100 年人生の幸福実現」、 

「1000 年未来につなぐふるさと

づくり」 

ご説明のとおりです。 

13   

基本構想 

第１章 ２０４０

年の越前市の将来

像 

（１）ふるさとづく

りの理念 

文中１行目に「多くの歴史と文化

があります。」とあるが、「長い

歴史と多くの文化」ではないか。 

また、３行目に「誇るべき文化」

とあるが、「誇るべき自然と文化」

ではないか。 

１２行目から１５行目に「わたし

たちは、…」とあるが、内容が詰

まりすぎているので、整理した方

がより伝わりやすいと思う。 

「長い歴史と、これにはぐくま

れた様々な文化」に修正しま

す。 

また、「誇るべき自然と文化」

に修正します。 

１２～１５行目の記載につい

ては、文章を切り、整理します。 

14 
５０

代 

基本構想 

第１章 ２０４０

年の越前市の将来

像 

（２）めざす姿 

（２）めざす姿では、取組みが中心

に記載されている。めざす姿が実現

された際の市や市民の様子を明示し

てはいかがか。 

（２）めざす姿では、２０４０

年の本市の将来像として、活

力、健康、安全安心の３つの観

点から、主たる方針を掲げてい

ます。これらの取組みにより、
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市民の皆さんは、幸せを実感す

るとともに、ふるさと越前市へ

の愛着と誇りを持ってもらえ

るものと考えています。 

15 
５０

代 

基本構想 

第１章 ２０４０

年の越前市の将来

像 

（２）めざす姿 

３つのめざす姿は、数字

（10,100,1000）を使われているが、

今後 20 年間のことを定めているの

に、100 年人生、1000 年未来の記載

があると混同する方がでてくるので

はないか。 

また、1 つ目の「10万人の元気と活

力」については、数値目標と捉えか

ねられないので、基本構想よりも基

本計画に定めてはどうか。 

市民の皆さんがこの市総合計

画に興味を持ってもらえるよ

う特長を持たせるため、１０の

倍数を使って「めざす姿」を表

現しました。 

また、基本計画は令和５年度か

らの５年間での取組みとなる

ので、２０４０年に向けた基本

構想に記載します。 

16   

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

１ 地域の宝をブ

ランドに 

文中「関係人口との関係を深め、

維持、継続していきます。」とあ

るが、プロジェクト２ ＵＩＪタ

ーン倍増プロジェクトでは、「関

係人口の増大」とある。「維持、

向上」としてはどうか。 

「関係人口を維持、拡大してい

きます」に修正します。 

17   

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

２ 活力あふれる

地域産業 

文中「６次化商品を開発する」と

あるが、市が実施するのか。それ

とも開発する人を支援するのか。 

文中「農村が持つ国土保全、…今

後とも維持していく必要があり

ます」とあるが、「維持していき

ます」と記載すべきではないか。 

文中「環境への負担の少ない」と

あるが、「負担が」ではないか。 

「６次化商品を開発」を「６次

化商品の開発を支援」に修正し

ます。 

また、「今後とも維持していき

ます」に修正します。 

また、「環境への負担が少ない」

に修正します。 

18   

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

３ すこやかで幸

せなくらし 

５ 安全で安心し

て住み続けられる

エアロバイクと蓄電池をセット

にし、各家庭へ設え補助を提案す

る。これにより市民の「健康長寿」

及びブラックアウト時の「防災・

減災」対策に繋がると考える。 

各家庭で蓄電池を備えておく

ことは災害時の停電対策のほ

か、環境面でも有効であると考

えます。 

このご提案については、ご意見

として承ります。 
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まち 

19   

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

３ すこやかで幸

せなくらし 

「ニートと呼ばれる若者無業者

が…高める支援が必要です。」と

あるが、「支援をします。」と記

載すべきではないか。 

「ひきこもりやニートと呼ば

れる」を追記し、「支援を行い

ます」に修正します。 

20   

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

５ 安全で安心し

て住み続けられる

まち 

文中「都市の健全な…形成を進め

ます」とあるが、「形成を図りま

す」か「形成に取り組みます」と

してはどうか。 

また、文中「まちなかでの居住空

間の…にぎわいづくりを推進し

ます。」とあるが、例えば「交流

人口を増やし」や「イベントによ

る」とか手段の説明を記載しては

どうか。 

「形成を図ります」に修正しま

す。 

また、「にぎわいづくりを推進

します」の前に、「商業やイベ

ント支援により」を追記しま

す。 

21 
５０

代 

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

６ つながりが心

地よいふるさと 

  

文中に「多文化共生社会を目指し

ます」とあるが、外国人との共生

は越前市ならではの姿や価値財

産だと思う。そこで、外国人との

共生を、６つのテーマ、もしくは

１２のチャレンジプロジェクト

に盛り込んではどうか。 

「多文化共生」については、６

つのテーマ、さらに３６の政策

の全てに関連していると考え

ており、具体的には政策３２多

文化共生において盛り込んで

います。 

22 
５０

代 

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

６ つながりが心

地よいふるさと 

「市民が知りたい市政情報を市

から積極的に発信する」とある

が、リアルタイムの情報発信を特

にお願いしたい。例えば、体育館

のランニングコース利用時間な

ど。こうした情報をＳＮＳで発信

していただきたい。 

市民が知りたい市政情報の発

信について、公式ＳＮＳを活用

して、随時発信する仕組みをつ

くるとともに、市ホームページ

においても、誰でも支障なく知

りたい目的のページにたどり

着けるようシステムの構築を

図ります。 
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23   

基本構想 

第２章 ２０４０

年に向けて取り組

むテーマ 

６ つながりが心

地よいふるさと 

「町内会や自治振興会の活動に

積極的に参加し」とあるが、市が

町内会活動に参加するという意

味か。 

また、同文中に「地域課題の解決

を推進します。」とあるが、「解

決する」としてはどうか。 

「デジタル化による社会問題の

解決を促進するため」とあるが、

「解決するため」としてはどう

か。 

また、同文中に「積極的に取り組

みます」とあるが、何に取り組む

のか。 

「地域への愛着を大切にし、町

内会や自治振興会の活動に積

極的に参加できるよう支援す

ることによって、個性豊かで活

力ある地域づくりと地域課題

の解決に取り組みます。」に修

正します。 

また、「市民団体と連携し、デ

ジタル技術を活用した地域社

会の課題解決に積極的に取り

組みます。」に修正します。 

24 
４０

代 

基本計画 

プロジェクト１ 

文化県都宣言プロ

ジェクト 

千年未来工芸祭について、県内で

同時期に似たようなイベントが

多く、また、大型イベントは来場

者が多く、ゆっくり見たり、楽し

んだりできない。誰を対象として

イベントなのか。 

ＷＥＢページも近代的で素晴ら

しいが、英語の表記など分からな

い方には伝わりにくいなと感じ

る。 

産業にかかわる方たちにももっ

とアピールを積極的にしていた

だいてはどうか。 

また、市に在住の子供たちは現状

では産地に近い地域以外では伝

統に触れる機会がほとんどあり

ません。もっと保育園などでも体

験や施設見学など企画していた

だきたい。 

県外の方の観光に尽力される計

画は素晴らしいと感じるが、地元

の子供たちや子育て世代にも文

化や伝統に触れる機会を増やし

ていただきたい。 

千年未来工藝祭は、主に一般消

費者を対象にしており、作り手

が一般消費者と直接対話する

ことで、工芸や手仕事を身近に

感じることのできるイベント

として開催しています。 

本市の工芸や手仕事の魅力を

国内外に発信したいと考えて

おり、英語表記の方法も含め、

様々な方へのわかりやすいＰ

Ｒに努めます。 

これまでも、千年未来工藝祭や

モノづくりフェスタの中で、伝

統工芸のワークショップを開

催しています。引き続き、イベ

ントなどを通して、すべての世

代の方々が歴史・伝統・文化に

接する機会を増やしていきま

す。 



 
 
様式２（計画用） 

25 
６０

代 

基本計画 

プロジェクト１ 

文化県都宣言プロ

ジェクト 

政策６ 伝統のモ

ノづくり 

打刃物は既に高級品として全国

版になっているので、さらに身近

な層をターゲットとして拡大す

ることをしてはいかがでしょう

か。 

レクサス層ばかりでなく一般大

衆層も狙わないと浸透しないの

ではないでしょうか。 

越前打刃物の 700 年の歴史、技

術に裏打ちされた品質の高さ

を広くアピールし、国内販路拡

大を目指していきます。 

26 
４０

代 

基本計画 

プロジェクト２ 

ＵＩＪターン倍増

プロジェクト 

県外の大学に進学した学生や県

外で就職した若者が戻る場所が

ちゃんと確保されているのか。青

年団もほぼ活動がなく、壮年会も

子育て中の親世代ばかりで、地域

の中に若者のポジションはある

のか。 

また、移住する方も県外に出る方

も県内に残る方もみんながひと

つの情報ネットワークを共有で

きるサービスはないか。高校卒業

とともに同世代に配信できる情

報ツールがないように感じる。作

成し、若者にとって有益な講座の

情報、婚活イベント、防犯・詐欺

などの啓発、地域での活動案内な

ど情報を発信していただきたい。 

特に若者世代に性教育や育児・子

育てについての情報を伝え、出産

や子育てへの関心につなげては

どうか。 

ＳＮＳの発達したこの時代にふ

さわしい若者のつながりを作っ

ていただきたい。 

ウェルビーイングを検討する

中で、若者の居場所や舞台の重

要性を再認識したところです。

今後、若者の地域での居場所や

遊ぶ場所としての居場所づく

りに取り組みます。 

また、若者や県外へ進学した学

生をターゲットに、ＳＮＳによ

る情報発信に取り組み、ふるさ

と越前市への愛着や誇りの醸

成に努めます。 

27 
６０

代 

基本計画 

プロジェクト３ 

観光産業拡大プロ

ジェクト 

「産業観光」とは、その地域特有

の産業に係るもの（工場、職人、

製品など）を指すので、プロジェ

クト内容からプロジェクト名は、

産業観光拡大プロジェクトとし

本プロジェクトでは、「産業観

光」のみならず、歴史文化や食

などの地域資源の活用や、受入

環境の整備など、観光誘客全般

を網羅していることから、この



 
 
様式２（計画用） 

てはどうか。 プロジェクト名としています。 

28   

基本計画 

プロジェクト３ 

観光産業拡大プロ

ジェクト 

１行目に「１，３００年前に国府

が置かれ」とあるが、プロジェク

ト１文化県都宣言プロジェクト

では「約１３００年前の大化の改

新の後」となっていて、政策３歴

史文化の保存と活用では「約１３

００年前に存在した」とある。 

西暦に「,」をつけるかどうかと

いうのと、時系列の統一をしては

どうか。 

「約１３００年前の大化の改

新の後に北陸地方で最も早く

国府が置かれ」に統一します。 

29 
５０

代 

基本計画 

プロジェクト３ 

観光産業拡大プロ

ジェクト 

３来訪者受入環境の整備に「定額

タクシーなどの観光二次交通の

充実」とあるが、定額タクシーの

乗降可能場所として日野山や鬼

ヶ岳を指定すると登山目的の来

訪者が増えると思う。 

また、レンタサイクルに電動アシ

スト付きを導入すると利用者の

行動範囲が広がると思う。 

定額タクシーの乗降可能場所

での登山口の追加について、検

討します。 

また、レンタサイクルへの電動

アシスト付き自転車の導入に

ついても、検討します。 

30 
５０

代 

基本計画 

プロジェクト３ 

観光産業拡大プロ

ジェクト 

４ウォーカブルなまちづくりの

推進ついて、武生中央公園でイベ

ントがある時、武生駅からのシャ

トルバスだけではなく、徒歩での

案内や、レンタルサイクル無料貸

出し等を加えてみてはどうか。ま

ちなかへの誘導を促せるのでは

ないかと考える。 

また、武生中央公園にもレンタサ

イクルを設置し、まちなかに出向

いてもらえる移動手段を整備し

てはどうか。 

ウォーカブルなまちづくりの

推進については、歩きながら楽

しめるコンテンツの充実など

により、まち歩きの魅力を向上

させることで、武生中央公園を

含めたまちなかエリアへの誘

導、回遊を促していきます。 

シャトルバスの代替としての

レンタサイクル無料化や、武生

中央公園でのレンタサイクル

スポットの追加については、観

光客のニーズを踏まえ検討し

ます。 



 
 
様式２（計画用） 

31 
４０

代 

基本計画 

プロジェクト３ 

観光産業拡大プロ

ジェクト 

千年未来工芸祭はかっこよくて

おしゃれでデザインも素晴らし

い企画だと思うが、人が多く、車

を駐車場に停められない。子供連

れでゆっくり見て回ることがで

きない。 

同日に各産地でもイベントや工

房見学をもっと充実させてはど

うか。 

各産地の工房を訪問し、ものづ

くりの現場を体験できるイベ

ントとして「RENEW」が開催さ

れています。千年未来工藝祭

は、出展者が一堂に会し、来場

者が一度に様々な店舗を巡る

ことのできる集約型のイベン

トとして開催しています。 

それぞれのメリットを活かし

た多様なイベントの開催によ

り、多くの方に本市の産業をア

ピールしていきます。 

32 
４０

代 

基本計画 

プロジェクト４ 

有機農業拡大プロ

ジェクト 

将来の食糧自給率の課題は深刻

で、大規模化と効率化を進めるプ

ロジェクトは欠かせないことと

素晴らしい取り組みに期待して

いる。 

現在農業に従事されている方に

は大規模化に不安を抱える方も

いる。そうした方も含めてみんな

で応援できる越前市の農業であ

ってほしい。 

農業経営の安定と後継者育成

は、持続可能な農業の大切な基

盤です。 

これまで、農業経営の大規模化

とコスト削減を目的とした担

い手への農地集積を推進して

きましたが、条件不利な農地も

あることから、これ以上の農地

集積は難しい状況です。 

今後は、有機農業の取り組みな

ど、消費者の評価を得て付加価

値が高く、収益性が高い農業を

推進します。 

33   

基本計画 

プロジェクト４ 

有機農業拡大プロ

ジェクト 

有機農業を追求していくと自然

の摂理を利用した土地の地力や

植物の生存本能での栽培が理想

であり、各地の実践例がある。県

内でも自然栽培の講習会も継続

実施しているので、越前市も「自

然栽培の研究、市民対象の講習会

の開催」を計画の中でうたって欲

しい。 

プロジェクト前文の３段落目

の末尾に「さらに、自然栽培に

ついても研究し、講習会を開催

していきます」を追記します。 



 
 
様式２（計画用） 

34   

基本計画 

プロジェクト４ 

有機農業拡大プロ

ジェクト 

味真野地域にて栽培している茶

葉から抽出したお茶エキスを、令

和時代の「万葉の香水（お茶の香

り）」として商品化し、販売する

ことを提案する。 

３の文中において、「コウノト

リをシンボルとして」の後に

「水稲や園芸作物などの」を追

記します。ご提案については、

事業に取り組む中で検討しま

す。 

35   

基本計画 

プロジェクト４ 

有機農業拡大プロ

ジェクト 

３の文中に、「６次化商品を開発

する」とあるが、市が実施するの

か。それとも開発する人を支援す

るのか。 

「６次化商品を開発」を「６次

化商品の開発を支援します」に

修正します。 

36 
４０

代 

基本計画 

プロジェクト５ 

越前たけふ駅周辺

開発プロジェクト 

企業の誘致などで栄えるように

なれば将来の子供たちの受け皿

となり、家族が近くにいてもらえ

るのではないかと期待するし、地

元に観光のお客さんで賑わうの

も素晴らしいことと思う。 

新しい企業で賑わう地域が将来

全国的に日本の先端地域として

紹介されると誇らしく思う。その

時にこの地域に○○特区のよう

なかっこいい名前があると良い。 

越前たけふ駅周辺整備につい

ては、短期・中期的に先端研究

施設やホテル、商業施設等の誘

致のほか、エリアのハブとなる

次世代交流拠点の整備を検討

しています。 

これらの施設等が立地するこ

とにより、人が集まり、賑わい

が創出され、楽しい場になって

いくと考えています。 

このエリアは、越前たけふ駅を

中心に武生ＩＣ、国道８号が１

ｋｍ圏内に集積する「交通結節

点」であるため、その特徴を生

かし、まちづくり・企業誘致を

進めていきたいと考えていま

す。 

37   

基本計画 

プロジェクト５ 

越前たけふ駅周辺

開発プロジェクト 

１企業誘致の促進において、「企

業へアプローチ」とあるが、「企

業へのアプローチ」としてはどう

か。 

同文中に「実現します」とあるが、

「これらを実現します」としては

どうか。 

「トップセールスなど企業誘

致活動を積極的に行い、これら

を実現します」に修正します。 



 
 
様式２（計画用） 

38 
５０

代 

基本計画 

プロジェクト５ 

越前たけふ駅周辺

開発プロジェクト 

４にぎわいの創出について、雨対

策が必要だと考える。例えば、福

井駅西口のハピテラスのような

大きな屋根があると雨の日でも

利用が見込まれ、天候に左右され

ずイベント開催がある程度計算

できると思う。 

にぎわいの創出については、新

たに整備を検討している次世

代交流拠点において、屋内で若

者が楽しめ、交流できる居場所

づくりを検討しています。 

39 
２０

代 

基本計画 

プロジェクト５ 

越前たけふ駅周辺

開発プロジェクト 

来訪者の受け皿となるホテル、商

業施設等を設定することは悪い

ことではないが、来訪者をそこで

とどめてしまっては課題解決に

はつながらないと思う。 

来訪者をいかに中心拠点・地域拠

点に運ばせるかが重要になって

くると思うので、越前たけふ駅か

らの二次交通を最優先で整備し、

来訪者が足を運びたくなるよう

な誘致をお願いしたい。 

プロジェクト１０地域交通最

適化プロジェクトに記載のと

おり、越前たけふ駅からの二次

交通については、定額タクシー

を運行するほか、予約に応じて

運行するデマンド型交通の導

入を検討しています。 

なお、令和５年度以降、デマン

ド型交通の実証実験を行う予

定です。 

40 
５０

代 

基本計画 

プロジェクト７ 

こどもまるごと応

援プロジェクト 

現状と課題にあるように、障がい

者の福祉政策に必要なことは、市

民一人ひとりが障がいについて

の理解を深めることで、そのため

には、幼少期から障がいのある子

どもと障がいのない子どもが共

に学ぶ仕組みを作ることが重要

だと思う。基本構想テーマ４「未

来へつづく子育て・教育」と、チ

ャレンジプロジェクト７子ども

まるごと応援プロジェクトにお

いても、障がい者への理解を深め

るための福祉教育について記載

してはどうか。 

越前市は、昨年から「パートナー

シップ宣誓制度」を開始し、性の

多様性への社会的理解を促進す

る素晴らしい制度を作った。子ど

もの頃から性や障がい、そして異

保育園・認定こども園等におい

ては、子ども達が園生活の様々

な経験を通して、障害のあるな

しにかかわらず、一人ひとりが

大切な存在であることを自然

に感じられるよう環境づくり

に努めています。幼少期から共

に育つ環境づくりは重要であ

り、引き続き取り組んでいきま

す。 

また、小学校への切れ目のない

円滑な接続を行うことにより、

さらなる意識形成が図られる

ものと考えます。政策１６子育

て・子育ちの応援の、取り組み

の方針（１）（３）で記載のと

おり取り組みます。 

政策１７学校での教育におい

て、子どもたちが、確かな学力



 
 
様式２（計画用） 

なる文化の理解を深め、多様性を

認め合う取組みを行うことで、共

生社会は成り立つのではないか

と思う。 

や豊かな心、健やかな体などの

生きる力をつけることを目指

すとし、子どもたちそれぞれ

が、夢を持って将来を考える力

をもてるよう応援することを

目的としています。その課題と

して、社会には多様な価値観が

あることを知り、お互いに認め

合えるような人間関係を育め

るよう、教育環境を整備するこ

とが求められることを挙げ、取

組みとして個別最適な学びと

協働的な学びの充実を掲げて

います。福祉教育は、幼児期と

義務教育期の円滑な接続を含

め、その取組みの中に含めてい

るところです。 

41 
６０

代 

基本計画 

プロジェクト７ 

こどもまるごと応

援プロジェクト 

前文２行目「安心して子育てをで

き」とあるが、「安心して子育て

ができ」としてはどうか。 

「安心して子育てができ」に修

正します。 

42 
６０

代 

基本計画 

プロジェクト７ 

こどもまるごと応

援プロジェクト 

１保育業務従事者の増員と育成

の文中「低年齢児受け入れ強化」

とあるが、「低年齢児の受け入れ

強化」又は、「低年齢児受け入れ

の強化」としてはどうか。 

「低年齢児の受け入れ強化」に

修正します。 

43 
４０

代 

基本計画 

プロジェクト７ 

こどもまるごと応

援プロジェクト 

認定こども園では就学前の教育

などが十分に行われていないと

感じる。保育園によって差がある

と聞くので、公立でも私立でも同

じ水準の教育をしていただきた

い。 

こども家庭センターについては、

どこにも相談できない方の最後

の頼み綱となるのではなく、気軽

に子育てについての情報共有や

育児相談などができるようにな

全ての園では、国が定める「保

育所保育指針」及び「認定こど

も園教育・保育指導要領」（こ

れは「幼稚園教育要領」と同じ

内容です）に沿って日々の教

育・保育を行っています。市で

は、市内のすべての保育者の質

の向上のため「資質向上研修」

を複数回開催し、今後も教育・

保育の向上に努めていきます。 

こども家庭センターについて
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ると良い。また、お母さんやお父

さんに定期的に不安や不満、悩

み、成功体験などの状況を聞い

て、その内容を匿名で紹介するな

どすれば、情報を欲しいお母さん

方にとっては心強いのではない

か。 

また、保育園などへのチェック機

能について、保護者に定期的にア

ンケートを取るなどで実態調査

をすることを提案したい。 

また、すべての園で外国人の児童

との交流や外国文化の紹介があ

るとよいと思う。市内で触れ合う

機会や一緒に遊ぶ場面もあるた

め、慣れる意味でも保育園から外

国文化との交流を進めていただ

きたい。 

のご意見については、今後在り

方の研究や検討を進める上で

貴重なご意見として承ります。 

外国籍児が多く入園している

園では、身近に交流する環境が

あり、交流や体験が無理なくで

きます。外国人市民との交流や

文化交流のイベントがあると

きは、園にも積極的に紹介し、

外国文化を知る機会になるよ

う努めるとともに、ぜひご家族

や地域の方々にも積極的に交

流いただくよう啓発していき

ます。 

44 
５０

代 

基本計画 

プロジェクト８ 

安全安心で強靭な

まちづくりプロジ

ェクト 

４洪水の防止と軽減について、一

次避難場所が地区ごとに指定さ

れているが、現時点で洪水により

道路が浸水しそうな場所はない

か。もしあるとしたら見直しはし

ないのか。 

一次避難場所は各町内の区長

が災害種別ごとに届出された

施設で、災害時に住民が一時的

に集合し、区長等による安否確

認や、市が指定する学校などの

広域避難場所に誘導する場所

です。一時避難場所は、各町内

で適宜見直しされ、市も報告を

受けています。 

特に、水害時には市の広域避難

場所や自宅の２階以上などの

安全な場所に避難してくださ

い。 

45 
７０

代 

基本計画 

プロジェクト８ 

安全安心で強靭な

まちづくりプロジ

ェクト 

４洪水の防止と軽減について、

「令和４年８月の・・・河川改修

事業の早期事業化を要望しま

す。」とあるが、吉野瀬川の改修

もすぐに着手すべきことなので、

そのことについて記載してほし

い。 

吉野瀬川の河川改修について

は、令和３年７月から県が家久

大橋上流部の右岸側において

護岸工事に着手しており、政策

２７治水機能の向上に記載し

ています。 



 
 
様式２（計画用） 

46   

基本計画 

プロジェクト９ 

まちなか「あそべ

る、くらせる」プロ

ジェクト 

２ウォーカブルなまちづくりの

推進について、市中心市街地活性

化プランでは、ウォーカブルなま

ちづくりの推進において、「民間

活力の導入」を挙げているが、市

総合計画では触れられていない。

市総合計画は中心市街地活性化

プランの上位計画となるが、どの

ように官民連携を進めていくの

か。 

前文の中で、「空き家、空き地

の利活用を核に」の後に「まち

づくり武生㈱をはじめ民間活

力の導入により」を追記しま

す。 

また、３ まちなかのにぎわい

創出の文中「市民団体などの多

様なイベントを」の後を、「開

催するとともに、民間活力の導

入により、まちなかに滞在した

くなるような良質な空間形成

の促進を図ります」に修正しま

す。 

47   

基本計画 

プロジェクト９ 

まちなか「あそべ

る、くらせる」プロ

ジェクト 

４武生駅東エリアの活性化の文

中に「東エリアにおける」とある

が、「東西エリアの」としてはど

うか。 

同文中に「居住環境の創出」とあ

るが、「東エリアの居住環境」と

してはどうか。 

中心市街地の活性化に取り組

んでいますが、特に武生駅東エ

リアにおいて空き地・空き家が

増加している現状に対応する

ものです。 

また、「居住環境の創出」を「民

間による武生駅東エリアでの

居住空間の整備を誘導します」

に修正します。 

48   

基本計画 

プロジェクト１０ 

地域交通最適化プ

ロジェクト 

２中山間地域でのデマンド交通

の促進について、通学バスだけで

なく、デマンド化はできないなが

らも、従来の路線バスも希望する

場所で停車してくれる現行制度

の活用により、家の前で停車が可

能なので、これを維持していただ

くことも大切と感じる。 

現在フリー乗降を行っている

部分については、引き続きの取

組みを事業者に求めていきま

す。 

49 
２０

代 

基本計画 

プロジェクト１０ 

地域交通最適化プ

ロジェクト 

市役所周辺でのトランジットモ

ール化はとても良いと思う。歩い

て暮らせる地域ができると高齢

者にとっても暮らしやすくなり、

新交通システムができれば若者

や市外の人の興味も向いてくる

と思う。大学や研究機関との協力

地域交通のあり方については、

これまでも県内の大学等と連

携し、検討しているところです

が、トランジットモール化につ

いても、関係機関と協議しなが

ら取り組みます。 



 
 
様式２（計画用） 

も視野に入れながら研究を進め

てほしい。 

50 
３０

代 

基本計画 

プロジェクト１２ 

楽しい居場所づく

りプロジェクト 

中央公園の駐車場は、イベント時

満車のことが多いので、もっと増

えると良いと考える。 

武生中央公園の駐車場につい

ては、令和４年度にコウノトリ

広場の整備に合わせて、コウノ

トリ広場の南側に駐車場（５７

台分）を新たに整備しました。 

イベント時には、引き続き開催

事業者に臨時駐車場の設置や

交通誘導員の配置などを指導

し、来園者が快適かつ安全に利

用できるよう努めます。 

51 
４０

代 

基本計画 

プロジェクト１２ 

楽しい居場所づく

りプロジェクト 

だるまちゃん広場は子供たちも

楽しく遊べてとても喜んでいる

が、駐車場がすぐにいっぱいにな

り、遊具にもたくさんの人がいて

危険を感じることもある。 

近所の公園が整備されずに草が

生えて遊具がボロボロになって

いる。地元の方に整備する予算な

どを市では用意されていないの

か。大きな遊具ばかりでなく、い

ろいろな過ごし方を提案できる

バリエーションある公園などの

居場所づくりを期待している。 

併せて、整備された公園などを紹

介した公園マップやサイトがあ

ると良い。 

武生中央公園の駐車場につい

ては、令和４年度にコウノトリ

広場の整備に合わせて、コウノ

トリ広場南側に駐車場（５７台

分）を整備しました。 

多くの来園者がある場合には、

引き続き公園管理事業者に対

し、園内の安全パトロールの充

実、臨時駐車場の設置、交通誘

導員の配置などの対策を指導

し、来園者が快適かつ安全にご

利用頂けるよう努めます。 

市内公園の遊具については、毎

年安全点検を実施し、安全確認

を行います。 

雑草対策については、公園管理

事業者と連携を強化し、現場対

応を行います。 

公園マップやサイトについて

は、貴重なご意見として承りま

す。 

52 
３０

代 

基本計画 

プロジェクト１２ 

楽しい居場所づく

りプロジェクト 

てんぐちゃん広場は、天気を気に

せず子どもを遊ばせることがで

きるので、重宝している。 

これからも市民の皆さんに愛

される施設となるよう努めま

す。 



 
 
様式２（計画用） 

53 
８０

代 

基本計画 

プロジェクト１２ 

楽しい居場所づく

りプロジェクト 

村国山に「展望遊歩道」と「多目

的電波塔」をつくり「宝の山を歩

こう」を提案する。 

標高 220ｍ付近を外周する「展望

遊歩道」をつくり、展望広場も新

たにつくる。 

複数企業の出資による、展望台を

備えた「多目的電波塔」をつくる。 

村国山（芦山公園）は頂上付近

も含め、園内を周遊できる遊歩

道を整備しています。 

眺望を楽しみながら、より快適

に安全に散策を楽しんで頂け

るよう、３公園を活用した居場

所づくりにおいて、芦山公園の

遊歩道の再整備事業などを記

載しています。 

なお、「多目的電波塔」につい

ては、ご意見として承ります。 

54 
５０

代 

基本計画 

プロジェクト１２ 

楽しい居場所づく

りプロジェクト 

３芦山公園の再生と遊び場の整

備について、ランニングコースと

して時々訪れるが、舗装路を走っ

たり、山道を走ったり、また、入

り口が何カ所かあったり、色々と

楽しめる駅近くの自然で、越前市

の観光資源だと思う。また、木登

りができるよう整備している様

子があり、山全体が遊び場だと感

じた。 

３公園を活用した居場所づく

りにおいて、芦山公園の遊歩道

の再整備事業などを記載して

います。 

来園者に快適かつ安全に散策

等を楽しんで頂き、新たな利用

者にも魅力を感じて頂けるよ

う、計画的に整備を図ります。 

55 
５０

代 

基本計画 

政策２ 観光誘客 

現状と課題（５）に周遊観光の取

組みとあるが、訪問客の視点でい

えば、越前たけふ駅は丹南の玄関

口でもあるので、越前市に限定せ

ず、現状と課題の一番最初に持っ

てきてはどうか。 

現状と課題に記載の５項目の

順番については、重要度で並べ

ているものではありません。取

組み方針（５）で記載するとお

り、広域視点で丹南地域での周

遊にも積極的に取り組みます。 

56 
５０

代 

基本計画 

政策２ 観光誘客 

取組みの方針（５）広域視点での

観光推進について、県外では「丹

南」という地域はあまり知られて

おらず、越前＝嶺北のイメージだ

と思う。また、「越前」のつく市

町がいくつかあるので、混同する

と思う。 

また、越前たけふ駅以外に、敦賀

駅からの観光誘客は検討しない

のか。嶺南地方を訪れた観光客に

広域視点での観光推進につい

て、丹南地域においては、伝統

的工芸品の「越前和紙」「越前

打刃物」「越前箪笥」「越前漆

器」「越前焼」や「越前海岸」

「越前がに」「越前おろしそば」

「越前国府」など、この地域を

表す「越前」をキーワードとし

て活用することで、本市への認

知や関心を高めていきます。 



 
 
様式２（計画用） 

少し足を伸ばして丹南、越前に寄

ってもらうことができれば、新た

な需要が見込めると思う。 

敦賀駅からの誘客については、

③に記載のとおり、敦賀市をは

じめとした新幹線沿線都市と

連携した誘客を図ります。 

57 
６０

代 

基本計画 

政策２ 観光誘客 

２０２３年に国道４１７号が岐

阜県と開通する。観光案内のサイ

ン・地図等は、高速道路を主にし

て向いていると思うので、設ける

ような計画にしてほしい。 

併せて、観光パンフレットも充実

してほしい。 

国道４１７号の開通により中

京圏のアクセスが向上するこ

とから、来訪者に対し有効なサ

インを検討するとともに、観光

パンフレットの充実を図りま

す。 

58 
７０

代 

基本計画 

政策４ 生涯の芸

術文化活動 

高齢者等の難聴の方でも、文化セ

ンターの講座を受講できるよう

拡声器を備えてほしい。 

文化センターの室内仕様とし

て、研修室 303 号は防音壁によ

る防音対策ができているため、

マイク等を使用することがで

きます。他の会議室は、一般壁

のため防音対策ができておら

ず、他室利用に支障をきたすた

め、マイクや拡声器は使用でき

ない運用となっています。音響

設備の設置については、今後検

討します。 

59 
４０

代 

基本計画 

政策４ 生涯の芸

術文化活動 

越前市には、文化センター、図書

館等芸術文化教養の中心となる

大きな施設があるが、加えていま

だて芸術館、図書館、あいぱーく

今立エリア及び和紙の里エリア

を、地域文化拠点として位置づ

け、老朽化した施設の速やかな修

繕と維持管理、文化事業の運営に

取り組んでほしい。 

施設の改修等については、市教

育施設等長寿命化方針に基づ

き計画的に進め、施設の修繕や

適正な維持管理、文化事業の開

催などに努めています。 

60 
７０

代 

基本計画 

政策５ 次世代産

業の活性化 

取組みの方針（４）③に「働く人

の住まいの受け皿となる共同住

宅の建設等を促進」とあるが、企

業の近くに共同住宅を建設する

のか。 

企業の経済活動には人材確保

が重要であることから、採用時

にアピールポイントになる「職

住近接」の共同住宅の建設を支

援していきます。 



 
 
様式２（計画用） 

61 
７０

代 

基本計画 

政策６ 伝統のモ

ノづくり 

現状と課題（２）に「武生中央公

園からタンス町通りへのまちな

か回遊を誘導し、中心市街地のに

ぎわい創出を図ります。」とある

が、取組みの方針に記載すべきで

は。 

ご指摘のとおり、取組み方針

（２）②の文末に移動します。 

また、現状と課題（２）７行目

の「開発や販路拡大」の後に「の

ほか、タンス町通りの活性化に

よる越前箪笥の認知度向上」を

追記します。 

62 
７０

代 

基本計画 

政策７ いきいき

働く仕事 

他県から仁愛大学に入学する人

と、卒業後市内に就職する人はど

れくらいいるのか。 

その人数を増やす施策を考えて

は。 

県外からの入学者は１割程度

とお聞きしています。卒業後、

市内での就職を促すため、商工

団体と連携して、市内企業によ

る就職研究会などを開催して

います。 

63 
６０

代 

基本計画 

政策８ 農業経営

の安定化 

現状と課題について、現在、土地

の集積化により農業者の数が急

激に減っていることに伴い、農家

組合長を置かない集落が出てき

ている。集落内の農地、用水路等

を守っていくために農家組合長

は必要だと思っている。この現状

をどうとらえているのか、今後の

方針として記載してほしい。 

農家組合長には、営農計画書の

取りまとめなど、行政から農家

への依頼事項を伝達し、取りま

とめいただき、感謝申し上げま

す。 

農家と行政、ＪＡとの橋渡しを

していただける大切な役割で

あると認識しております。ＪＡ

と共に農家が安心して農業に

従事できるよう努めてまいり

ます。 

64 
５０

代 

基本計画 

政策８ 農業経営

の安定化 

取組みの方針（６）自然豊かな里

地里山の魅力発信による関係人

口の拡大について、コウノトリの

生育環境に最大限配慮しつつ、観

光資源として活用してはどうか。

例えば、人工巣塔の近くにコウノ

トリを観察できる施設を設置し

てはどうか。 

政策１１里地里山の保全と活

用、取組みの方針（３）②の文

中「自然豊かな環境について学

習する機会」の後に「や、コウ

ノトリ等の情報」を追記しま

す。 

65 
５０

代 

基本計画 

政策９ 次代への

森づくり 

現状と課題（１）に「木材の需要

低迷」とある。昨今の原油価格高

騰などの影響を受けて輸入材の

価格が上昇し、価格面で国内産と

林野庁発表の「木材需給動向に

ついて」（令和４年３月）によ

ると、令和３年の新設住宅着工

戸数は 85.6 万戸で、令和２年



 
 
様式２（計画用） 

変わらなくってきていると聞い

たことがあるが、それでも木材は

需要低迷しているのか。 

の 81.5 万戸から増加したもの

の、コロナ渦以前（令和元年、

90.5 万戸）の水準を下回ってい

ます。 

また、福井県発表の令和３年度

の県内木造新設住宅着工件数

は 3,748 戸で、令和２年度の

3,302 戸から増加したものの、

コロナ禍以前（令和元年度年

度、3,929 戸）を下回っており、

引き続き木材需要は低迷して

います。 

66 
６０

代 

基本計画 

政策９ 次代への

森づくり 

現状と課題について、林業が衰退

しているため、多くの森林所有者

及び後継者が山に入らず境界が

わからない状態になっている。こ

れにより山が荒れるという現状

も記載すべきではないか。 

対策として、町内会を対象に行政

指導で所有者や森林組合など立

ち合いで協会を決める方策を記

載してはどうか。 

現状と課題（１）末尾の「希薄

化が進んでいます」を「希薄化

が進み、森林所有者及び後継者

が山に入らず、山林境界線が不

明確な状況になっています。」

に修正します。 

また、山林の境界確認について

は、行政が関与する中で、地元

町内とともに対応を進めてい

ます。 

67 
６０

代 

基本計画 

政策９ 次代への

森づくり 

取組みの方針（４）について、幼

児教育・学校教育的立場から、生

活と森林のかかわり・必要性・重

要性などの学習の必要性につい

て記載すべきでは。 

日野山、鬼ヶ嶽、権現山、三里山

など登山に魅力的な山があるの

で、記載できると良いと思う。 

取組み方針（３）②の「レクリ

エーション機能や」の後に「、

森林学習、」を追記します。 

魅力的な山については、具体的

な山の記載はありませんが、

（３）保全と活用の視点での森

林整備②において、登山やトレ

イルランについてその機能の

活用について記載しています。 

68 
４０

代 

基本計画 

政策９ 次代への

森づくり 

近くの山では、細い杉の倒れた山

や折れた竹で見通しの悪い竹藪

が目に入り、何とかできないもの

かと思っている。 

今回の計画のように市が積極的

に森林環境の現状と課題に向き

この総合計画では、「産業」「防

災」「保全と活用」の３つの視

点で、長期的かつ計画的に森林

整備を進めます。特に「保全と

活用」では、具体的に森に親し

む場つくりに向け、八ツ杉森林



 
 
様式２（計画用） 

合い、防災や整備・活用の取り組

みが示されていることにうれし

さと期待を感じている。 

森林資源が活用され、既存の施設

や公園などが活性化していくこ

とを期待している。 

また、林業に従事する方の支援と

木材の販路や経営ノウハウのサ

ポートなどを充実されると心強

く思う。 

学習センター、芦山公園の再整

備に取り組みます。 

69 
４０

代 

基本計画 

政策９ 次代への

森づくり 

地球温暖化対策としてのカーボ

ンニュートラル実現には大きな

期待をしている。 

越前市は山に囲まれた地域であ

り、森林が多く活用できる。近く

の山も荒れたように細い杉が何

本も倒れている。 

カーボンニュートラルの観点か

らも林業を活性化させて搬出し

た木材の活用や薪ストーブ、小型

のバイオマス発電、ボイラー、薪

の販売などで炭素を循環する取

り組みを進めては。 

取組み方針（３）①の冒頭に、

「カーボンニュートラル・温暖

化防止対策等の」を追記し、文

末に「また、林地で発生した残

材等を有効活用したバイオマ

ス利用に取り組みます」を追記

します。 

70 
５０

代 

基本計画 

政策１１ 里地里

山の保全再生 

取組みの方針（１）里地里山の保

全再生について、村国山の芦山公

園再生に係る取組みはいいこと

だと思う。芦山公園にある池の水

が少し濁っていてもったいない

と感じた。また、長らく使われて

いないベンチも見かけた。 

プロジェクト１２楽しい居場

所づくりプロジェクトにおい

て、「公園を活用した居場所づ

くり」として芦山公園の遊歩道

の再整備に取り組みます。 

 また、森づくりの観点から

も、政策９「次代への森づくり」

において、芦山公園の山林の再

整備に取り組みます。 

71 
５０

代 

基本計画 

政策１１ 里地里

山の保全再生 

取組みの方針（２）希少野生生物

の保全活動について、まちなかに

いながら自然を感じられるのは

越前市の魅力の一つだと思う。例

えば、武生中央公園近くの川で

は、季節になると梅花藻や蛍が見

絶滅の恐れのある希少野生生

物の保全活動については種の

保存を優先した生息状況調査

や生息地の保全活動を行い、活

動実績を公開しています。 

 一方で、ホタルやメダカが小



 
 
様式２（計画用） 

られるので、磨き上げて観光資源

にしてもらいたい。 

川に生息できる豊かな自然環

境は、本市が誇る地域資源のひ

とつです。環境保全に配慮しつ

つ、政策２ 観光誘客 取組み

の方針（２）①に記載のとおり、

観光コンテンツとしての磨き

上げを図っていきます。 

72   

基本計画 

政策１１ 里地里

山の保全再生 

取組みの方針（３）①の文中に「都

市住民ＰＲに訴求する」とある

が、どういうことか。 

「都市住民に効果的に訴求す

るため」に修正します。 

73   

基本計画 

政策１２ 地域で

の支え合い 

政策１２地域での支え合いの取

組みの方針（３）①１行目に「子

ども、障がい者、高齢者等・・・」

とあるが、基本構想のテーマ３に

同内容が記載されていて、そちら

には「等」はない。その他に包括

しているなら「等」は不要ではな

いか。 

また、「ヤングケアラー」の記載

がない。 

基本構想のテーマ３すこやか

で幸せなくらしの文中の記載

内容に合わせ、「等」を削除し、

「ヤングケアラー」を追記しま

す。 

74   

基本計画 

政策１３ 高齢者

の元気応援 

政策の目的に「生きがいを持っ

て」の表記があるが、関連する２

０４０年に向け取り組むテーマ

の３すこやかで幸せのくらしや、

人生健康で長寿プロジェクト、そ

して政策１３の取組みの方針に

も、健康や介護予防はあるが、「生

きがい」の表記がない。 

総合計画の理念であるウェルビ

ーイングの表記として「生きがい

持って生きること」、「生きがい

を持つことの大切さ」等の記載を

求める。 

２０４０年に向けて取り組む

テーマの３すこやかで幸せの

くらし、プロジェクト６ １０

０年人生健康で長寿プロジェ

クトの前文、政策１３高齢者の

元気応援の取組みの方針（１）

①において、「生きがい」を追

記します。 



 
 
様式２（計画用） 

75 
７０

代 

基本計画 

政策１５ 健康づ

くり 

政策の目的に「１００年人生を通

じて・・・」とあるが、取組みの

方針（３）おとなの健康づくりの

推進に働く世代のことしか記載

がないので、高齢者のことも記載

すべきでは。 

高齢者の健康づくりについて

は、政策１３高齢者の元気応援

の取組み方針（１）④において

記載のとおり、生活習慣病の発

症・重症化予防等の健康づくり

事業とフレイル予防等の一体

的な取組みを進めていきます。 

76 
６０

代 

基本計画 

政策１５ 健康づ

くり 

取組みの方針（４）①に「こころ

の健康に欠かせない睡眠と休暇」

とあるが、「睡眠と休養」として

はどうか。 

休養は２つの側面があり、１つ目

は休むことで、心身の疲労を回復

し元の活力ある状態に戻す。２つ

目は養うことで、明日に向かって

鋭気を養い健康能力を高める。こ

のバランスが必要と考える。 

ご指摘のとおり、「睡眠と」の

後を「休養に視点を合わせた」

に修正します。 

77 
７０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

政策の目的の「全ての子どもの健

やかな・・・」について、関連す

る計画の市障がい者計画と市多

文化共生推進プランにその旨の

記載がないが問題ないか。 

市障がい者計画では、障がいの

ある人もない人もお互いに認

め合い、支え合うまちづくりの

実現を目指し、障がいのある人

を生涯支えるまちづくりの主

な施策として「発達障がいのあ

る人への支援」「医療的ケア児

への支援」を掲げています。 

また、市多文化共生推進プラン

では、日本人市民も外国人市民

も同じ越前市民として、郷土に

愛着を持ち、安心して生活でき

るための施策として、重点施策

に「子育て教育環境の充実」を

掲げています。 

78 
３０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

以前はあった児童手当の「特例給

付」を復活してはどうか。所得は

いつ下がるかわからないので、子

どもの将来のためにお願いした

い。 

児童手当については、国の制度

に従って給付しております。い

ただきましたご要望について

は、承ります。 



 
 
様式２（計画用） 

79 
３０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

明石市のように、一定期間おむつ

を届けるサービスをしてはどう

か。家庭の見守りとしても機能す

ると考える。 

地域で安心して子育てできる

環境の充実を取組み方針とし

ており、必要な子育て支援策の

充実を図っていきます。おむつ

の宅配サービスにつきまして

は、ご意見として承ります。 

80 
３０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

越前市は車社会なので、移住者に

対して、車の補助やチャイルドシ

ートの補助があると良いと考え

る。 

チャイルドシートについては、

市交通安全協会での貸出制度

があります。 

今後、移住者支援の相談窓口を

一元化する中で、このような情

報も集約し、提供できる体制づ

くりに努めます。 

81 
３０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

市主催のママ会を開催してはど

うか。以前住んでいた場所では、

「〇ヵ月前後の赤ちゃんのママ

会」があり、そこでママ友ができ、

栄養士が離乳食教室を開いてく

れることで勉強にもなった。併せ

て健診の案内もしてもらえると、

行きやすいと感じる。 

市では５か月児セミナーを開

催しており、離乳食教室をはじ

め育児相談や絵本の読み聞か

せも行っています。新型コロナ

ウイルス感染症の感染拡大に

伴い、お母さん方の交流の場は

縮小しておりましたが、今後、

国の動向を見ながら交流を再

開していきたいと考えていま

す。また、子育て支援センター

において交流の場を設けてい

ます。様々な子育て情報を市ホ

ームページ等で周知していま

す。 

82 
３０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

保育士は、労働時間や責任に対し

て、給料が少ないので、上げるこ

とはできないか。 

保育士の処遇改善については、

国が令和３年度に保育士・幼稚

園教諭等処遇改善臨時特例事

業（収入を３％程度引き上げ

る）を実施し、本市でもこれに

基づき令和４年２月から会計

年度任用職員（非常勤職員）の

給料などの引き上げを行いま

した。 

また、民間園の保育士の処遇改



 
 
様式２（計画用） 

善についても、国の基準に従

い、改善を図っています。 

82 
３０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

保育士は、労働時間や責任に対し

て、給料が少ないので、上げるこ

とはできないか。 

保育士の処遇改善については、

国が令和３年度に保育士・幼稚

園教諭等処遇改善臨時特例事

業（収入を３％程度引き上げ

る）を実施し、本市でもこれに

基づき令和４年２月から会計

年度任用職員（非常勤職員）の

給料などの引き上げを行いま

した。 

また、民間園の保育士の処遇改

善についても、国の基準に従

い、改善を図っています。 

83 
３０

代 

基本計画 

政策１６ 子育

て・子育ちの応援 

政策１９ 生涯の

学び 

学びを促せる補助制度を作って

はどうか。例えば、未就学児や６

５歳以上の習い事について補助

金をだすなど。 

未就園児を対象に地域子育て

支援センターで楽しく遊ぶ場

を設け、親子での学びを支援し

ています。 

また、高齢者の学びの場として

「（仮）えちぜん市民大学」を

開校し、学びを支援していきま

す。 

84 
３０

代 

基本計画 

政策１７ 学校で

の教育 

学校は全てクーラーをつけては

どうか。また、授業中は飲み物に

限っては、飲むことができるとし

てはどうか。 

現在、普通教室、音楽室は、全

学校において空調設備を整備

しています。その他の教室も、

順次設置する予定です。 

飲み物は、必要な時に飲んでい

いというルールになっていま

す。 

85 
３０

代 

基本計画 

政策１７ 学校で

の教育 

制服についての補助制度を作っ

てはどうか。子どもの伸長はすぐ

に伸びサイズが合わなくなるの

で、費用がかかる。 

また、私服で通える学校が増える

と良いと思う。 

越前市においては、全小中学校

において制服の着用をお願い

しています。様々なご意見があ

りますので、今後とも研究して

まいります。 



 
 
様式２（計画用） 

86 
３０

代 

基本計画 

政策１７ 学校で

の教育 

学校での制服について、女子でも

気兼ねなくズボンを選択できた

り、防寒着を着たりできるように

してはどうか。 

市内の全小中学校において、制

服はスカートかズボンの選択

制になっています。また、防寒

着の着用時期については、自由

であり、校内での防寒対策とし

て制服や体操服の下の着用は

自由となっています。 

87 
３０

代 

基本計画 

政策１７ 学校で

の教育 

ＰＴＡなどのボランティアに頼

った活動は、負担軽減のため、外

注してはどうか。 

政策１８地域での教育の政策

目的に記載のとおり、小中学生

が、地域の中で心身ともに健全

にかつ安全に成長するため、地

域・家庭・学校・行政が連携し、

子どもが安心できる居場所づ

くりを進めます。併せて、地域

全体での見守り活動や教育力

の向上を推進しています。 

また、学校でのＰＴＡ活動につ

いては、各学校の実情に応じて

負担にならない範囲で行って

おります。様々なご意見があり

ますので、今後とも研究してま

いります。 

88 
３０

代 

基本計画 

政策１８ 地域で

の教育 

海外には「サマーキャンプ」とい

うものがある。子どもの学びの機

会としてとても良い場なので、ぜ

ひ越前市でも開催していただき

たい。 

政策１８地域での教育の取組

みの方針において、放課後の子

どもの居場所づくりを推進し

ていくことを掲げており、放課

後こども教室や放課後児童ク

ラブなど、子どもの居場所づく

りを支援していくことを方針

としました。 

また、学校外での子どもの学び

の機会として、各地区公民館に

おいて通年で文化やスポーツ

などに親しむ放課後こども教

室を実施し、その中で屋外活動

も実施しています。 



 
 
様式２（計画用） 

89 
５０

代 

基本計画 

政策２０ 生涯の

スポーツ 

取組みの方針（２）スポーツ関連

団体との連携によるスポーツ環

境の維持について、２０年先を見

据えて「フェンシングの街」越前

市のブランドを確立すべく、フェ

ンシング普及に取り組まないの

か。 

取組み方針（２）②で、スポー

ツ関連団体との連携し、競技人

口の裾野を拡大し、競技のレベ

ル向上や好成績を残すことが

できる選手の育成を図るとし

ており、フェンシングの普及に

ついても、この中で取り組んで

いきます。 

90   

基本計画 

政策２０ 生涯の

スポーツ 

現状と課題（２）では運動部活動

の競技人口の減少に触れている

が、話し合いが進められている

「市子どもの新たな活動環境に

係る検討会」に出席してみて、中

学校の部活動も学校と地域での

教育にまたがって考えなければ

成り立たないと考えている。総合

計画では、これのあるべき姿（求

める形）を示していただきたい。 

取組みの方針（１）多様な主体

によるスポーツ機会の創出で、

１００年人生において、スポー

ツを通じて健康の保持・増進や

いきいきとした生活を実現で

きるよう、多様化するニーズに

対応した機会を作るとしてい

ます。また、（２）①スポーツ

関連団体との連携によるスポ

ーツ環境の維持に、既存の仕組

みを柔軟に見直し、最適な運営

方法やルールを構築するとし

ています。この方針を受け、中

学校部活動の地域移行につい

ても、しっかり取り組んでいき

ます。 

91 
７０

代 

基本計画 

政策２２ 道路環

境の整備 

取組みの方針（４）雪に強い道づ

くりは、市と民間の両方について

述べているのか分かりにくい。 

取組み方針（４）②の文頭「除

雪機械の老朽化」の前に「市道

の除雪を行う民間企業の」を追

記します。 

92 
６０

代 

基本計画 

政策２２ 道路環

境の整備 

下平吹町を通り中平吹町に行く

道路が局部的に狭くなっている。

その他市内にそういった道路が

あるなら、解消を進めるような記

載をしていただきたい。 

現状と課題（３）に「市民生活

の向上を図るため、車両交通が

困難な道路の解消を行う必要

があります」を追記します。ま

た、取組みの方針（３）③に「市

街地等の環境改善に向け、地元

の意見等を踏まえ、狭い道路の

解消に努めます。」を追記しま

す。 



 
 
様式２（計画用） 

93 
５０

代 

基本計画 

政策２３ 地域交

通ネットワーク 

取組みの方針（２）北陸新幹線の

利便性向上について、越前たけふ

駅～武生駅間の移動手段、二次交

通が新幹線のダイヤに接続する

のに、連絡バスができるのか。で

きるとしたら、１日の運行は何本

ぐらいを予定しているのか。 

また、新幹線はサンダーバードと

比較すると、時間も費用も余計に

かかってしまいそうで、不便さを

感じるかもしれない。 

越前たけふ駅からの二次交通

については、定額タクシーを運

行するほか、予約に応じて運行

するデマンド型交通の導入を

検討しています。 

なお、令和５年度以降デマンド

型交通の実証実験を行う予定

であり、その結果、運行本数等

を決定していく予定です。 

また、関西方面の特急利用に

は、敦賀駅での乗り換えが必要

となりますが、新幹線との乗継

割引料金が設定される予定で、

費用面では現行よりも安くな

ると試算されています。 

94 
７０

代 

基本計画 

政策２４ 住宅支

援の充実 

取組みの方針（２）空き家の利活

用推進について、「居住誘導を図

ります。」とあるが、可能なのか。

住めなくなったので空き家とな

っているのに、修理して住んでも

らうのか。 

利活用可能な空き家について

は、既存ストックの活用の観点

から、リフォームを行うこと

で、居住への誘導が可能と考え

ています。 

95 
７０

代 

基本計画 

政策２４ 住宅支

援の充実 

取組みの方針（３）住宅に困窮し

ている人への住まいの供給は、タ

イトルと内容が一致していない

のでは。 

取組み方針（３）の文頭「市営

住宅」の前に「住宅に困窮して

いる人への住まいの受け皿で

ある」を追記します。 

96   

基本計画 

政策２４ 住宅支

援の充実 

「空家」という記載があるが、先

に定められている市中心市街地

活性化プランでは「空き家」、他

方「市空家等対策計画」や組織名

としての「市空家等対策協議会」

と多様であるが、使い分けの必要

はないか。 

「空家」「空き家」の表記につ

いては、「空き家」に統一しま

す。なお、計画名と協議会名に

ついては、これまでどおり「空

家」と表記します。 

97   

基本計画 

政策２５ 暮らし

を支える上上水道 

現状と課題〇上水道（２）の文中

に「耐用年数を迎える」とあるが、

「過ぎる」「超える」ではないか。 

現状と課題〇上水道（２）の「迎

えるため」を「過ぎるため」に

修正します。 



 
 
様式２（計画用） 

98 
６０

代 

基本計画 

政策２５ 暮らし

を支える上上水道 

取組みの方針〇上水道（１）②に

「簡易水道施設の統合を計画的

に進めます。」とあるが、集落や

個人の水道のことか。簡易水道の

許可を取っている箇所は何カ所

あるのか。１、２カ所なら記載す

る必要がないのでは。 

簡易水道施設の統合について

は、現在、白山地区で進めてお

り、事業終了後に中平吹町で行

う計画です。 

統合事業は、住民への水道水の

安定供給のため重要な事業で

あることから、計画に記載しま

した。 

99 
７０

代 

基本計画 

政策２５ 暮らし

を支える上上水道 

取組みの方針の〇上水道（１）②

に「簡易水道施設の統合を計画的

に進めます。」とあるが、どこと

の統合か。 

取組み方針（１）②の文頭「簡

易水道施設」の前に「白山地区

と中平吹町の」を追記します。 

100 
５０

代 

基本計画 

政策２６ 地域の

防災 

現状と課題（２）に「災害に備え

て、平常時から防災意識啓発」と

あるが、災害はいつ起きるかわか

らないので、必要のつど一次避難

場所の見直しはできているのか。 

例えば、武生西地区は、武生西幼

稚園前となっているが、現在工事

中のため、多くの住民が一次避難

できるのか不安である。 

一次避難場所は、各町内の区長

が災害種別ごとに届け出た、主

に集会場や公園などです。当避

難場所は災害発生時に住民が

一時的に集合し、区長等により

安否確認や市の指定する学校

など広域避難場所への誘導が

されるところです。 

一次避難場所は各町内で適宜

見直しが行われ、市も報告を受

けています。 

101   

基本計画 

政策２６ 地域の

防災 

現状と課題（３）１行目に「障が

いのある方」とあるが、政策１４

（７９頁）では「障がいのある人」

とある。統一してはどうか。 

「障がいのある人」に修正しま

す。 

102 
７０

代 

基本計画 

政策２６ 地域の

防災 

住宅の耐震補強対策として補助

金を出す制度があると思うが、な

ぜ記載していないのか。もっと拡

大してもよいと思う。 

政策２６地域の防災の政策の

目的の「災害から市民の生命と

財産を守り、誰もが安全で安心

して生活ができるよう」に含め

ており、住宅の耐震化率向上に

向け、引き続き啓発と支援を行

います。 



 
 
様式２（計画用） 

103   

基本計画 

政策２８ 消防・救

急・交通安全 

「消防団」については大切な位置

づけということが読み取れるが、

「自警消防隊」や「自衛消防隊」

の位置づけについてはどのよう

に考えているのか。 

「自警消防隊」は各町内で構成

する自主防災組織の中で主に

消火部隊として活動し、「自衛

消防隊」は事業所における利用

者の安全を確保する自衛組織

で、それぞれ災害時には自助・

共助の一部を担う重要な組織

となります。 

104 
６０

代 

基本計画 

政策２８ 消防・救

急・交通安全 

自警隊の記載がないので、必要と

思われるなら、記載すべきでは。

隊員の励みにもなる。政策２９に

防犯隊の記載があるが、防犯隊と

同程度の記載をしていただきた

い。 

自警消防隊は、地域における共

助の中核を担う自主防災組織

の中で消火を主に活動する組

織であり、消防機関との連携が

重要です。 

施策２８消防・救急・交通安全

の取組みの方針（１）に「④自

警消防隊の消火技術向上に努

め、地域防災力の強化を図りま

す。」を追記します。 

105 
６０

代 

基本計画 

政策２８ 消防・救

急・交通安全 

現状と課題（２）に「住宅用火災

警報器の設置等を啓発する必要

があります」とあるが、現在まで

市民に対して推進していたのか。 

また、以前普及推進して設置した

火災報知器はどうなっているの

か。現状の普及率を教えてほし

い。 

平成２３年に住宅用火災警報

器の設置が義務化されて以降、

これまで市広報紙や防火座談

等の機会を通じ、市民に普及啓

発を図っています。 

現在は、設置が義務化されてか

ら１０年以上が経過し、電池寿

命による不作動等が懸念され

ることから、これまでの普及啓

発に加え、買い替えや作動点検

等の維持管理について周知を

行っています。 

なお、令和４年６月時点の設置

率は、越前市内で 97.7％となっ

ており、県平均の 96.1％、全国

平均の 84.0％をそれぞれ上回

っています。 



 
 
様式２（計画用） 

106 
５０

代 

基本計画 

政策２８ 消防・救

急・交通安全 

取組みの方針（４）交通安全意識

の啓発について、横断歩道を渡る

歩行者に対して、ドライバーの意

識が低いように感じるので、ぜひ

啓発をお願いしたい。 

横断歩道は歩行者優先であり、

ドライバーが横断を妨害した

場合には、道路交通法違反とな

ります。警察や交通安全関係団

体と連携して、啓発に努めま

す。 

107 
３０

代 

基本計画 

政策３１ 人権尊

重と男女共同参画

について 

県内で初めての「パートナーシッ

プ制度」導入を大変うれしく思っ

ている。また、入れて終わりでは

なく、今後も普及・啓発に努め、

人権課題に取り組むという姿勢

を示していることに安心してい

る。 

越前市は、LGBTQ 支援は人権課題

であり自治体の役割であるとい

う認識のもと、北陸のなかでは最

も早くから取組みを進めてきた

自治体だと思う。そのことに誇り

をもって、誰もが安心して暮らせ

る社会をつくるために、これから

もこの人権課題に力を入れて取

り組んでほしい。  

ＬＧＢＴＱなど多様な性をは

じめ、市民一人ひとりの人権に

対する理解が更に広がるよう、

今後も継続した取組みを進め

ていきます。 

108 
４０

代 

基本計画 

政策３２ 多文化

共生 

越前市に居住している外国人市

民の多くが、特定の市内企業で働

く労働者やその家族と思われる。

多文化共生の推進にあたっては、

外国籍市民が働く企業との官民

での連携や協力という視点がも

っとあっても良いのではないか。 

取組みの方針（２）①の文中「関

係機関と連携し」を「外国人を

雇用している企業や関係機関

と連携協力しながら」に修正し

ます。 

109 
５０

代 

基本計画 

政策３２ 多文化

共生 

取組みの方針（２）外国人市民へ

の生活支援について、双方向から

の支援が重要だと思う。日本語が

話せない外国人市民への支援と

して、外国語を話せる日本人市民

の数を増やしたり、外国語に触れ

る機会を作るなど環境整備を検

討してはどうか。 

これまでも、外国人を雇用して

いる企業や地元の仁愛大学、市

国際交流協会など関係機関と

の連携のもと、ポルトガル語の

公開講座や、外国の文化に触れ

る出前講座を通じて、日本人市

民が外国語や外国の文化に触

れる機会を提供しています。今



 
 
様式２（計画用） 

後も、継続して取り組んでいき

ます。 

110 
５０

代 

基本計画 

政策３４ ＤＸに

よる市政新デザイ

ン 

越前市の未来社会構築において

デジタルの活用は極めて重要な

観点かと思うが、本総合計画にお

けるデジタルの位置づけを明確

にしてはいかがか。デジタルをど

のように活用し、どのような街づ

くりを行っていくかの方針を、基

本計画を推進する際の軸の 1 つ

として示すことは市政に対する

市民の理解を助ける一助になる

と思う。 

ご指摘のとおりです。政策３４

の「市政新デザイン」を「ＤＸ

による市政新デザイン」に修正

し、ＤＸによる「どこでも窓口」

の実現するために、国のマイナ

ンバーカードを活用し、市役所

に行かなくても、いつでも、ど

こでも、早く、簡単に申請でき

るオンライン申請の取組みを

はじめ、インターネット上の仮

想空間「メタバース」を情報発

信や福祉の相談窓口として活

用するなど、自治体ＤＸと地域

社会のデジタル化に積極的に

取り組みます。 

 


